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徳・政治哲学は始まるJからである [Rawls2007: 24 = 2011: 42J 0 1.こだ，ホップ
ズが社会について考える仕方には「思まわしさjがあることを指摘している








履行するj徳についても主張している [Rawls2007: 45 = 2011: 80-1J。ホップズ
のいう自然法も「道理に適った原則j と呼ぶべきものであり， I合理的人






































































































































































































































































































































































































ばら「第一質料Jの観点から眺め， I人格」の側面は無視し， I個体j と考え
た。そのために，この f個体Jは原子的で，自己閉鎖的なものであり，自己




































































































































































































































































































































































































































89 = 1954: 212-3J。いずれにしても， r正邪 (Rightand Wrongl と正不正(Justice
and Injustice)の観念はそこには序在の余地をもたない。共通の権力のないと







の英訳 (1651年)では，このような内容の館所で「共通善 (bonumcomminisl 
common good)が使われていたからである。そこでは「多数の人々の合意Jと
は，彼らがその行動をすべて「開ーの目的に，すなわち共通善に向ける」こ



















棄し， r他人と同じ大きさの自由で満足すべきであるJ[Hobbes 1996: 91-2 = 



































題で、あるとしている [Hobbes1996: 93 = 1954: 220-1J。その点で，ホップズは権
利の相互的な譲渡は「契約 (Contract)Jであるのに，相手を信頼して相手に
委ねるものは f協定 (Pact)Jあるいは「信約 (Covenant)Jであると毘別し
[Hobbes 1996: 94 = 1954: 221-2]，自然の条件では恐怖によって強要された
約」であっても，自分の生命が保聾されるものであれば有効であるという
[Hobbes 1996: 94 = 1954: 229J。結局，ホップズの社会契約とは「恐怖j と自己
「利益」によって結ぼれる「社会信約jが基本である。
269 
第 2部の閤家を論じた最初の章(第 17章)において， I戦争の条件」から
「信約jによって国家や政府が設立されていくことが論じられているが，そ
の場合も自然法を遵守させる「処罰への恐怖Jを理由にあげ [Hobbes1996: 
117 = 1964: 27J，人々に「信約Jを遵守させ， r共通の使益」に向かわせるた
めに， r共通の敵j に対する「共通の権力jが不可欠であるという [Hobbes
1996: 118 = 1964: 29-30J。ホップズはこの点で、理性や言葉を持たないハチやア
リのような生物(アリストテレスによれば「政治的生物J)が強制的権力なしに社



























ていることが語られている [Hobbes1996: 121任=1964: 36 f.]。第 3部第 32
のキリスト教国家に関して， ，地上の最高統治者たる人々の権利Jと「キリ
スト教徒たる臣民の彼らの主権者への義務」が「私の論究の原理」であると









1996: 129-30 = 1964・53]。アリストテレスは『政治学』において， ，lEしい国
制Jは「共通善J，，共通の利益j を求めるものであるのに対して， ，悪しき
国制」は支配者の特殊な利益を求めるものであるとしている [Aristotle1932: 
II， vi， 1279a-b; II， xhら1284b]。この点、でもホップズは「共通善Jの追求を無
視しているが，興味深いのは君主政に関しては君主が私的な善を追求するこ
とを当然としていることである。君主は「政治的人格」としては「共通の利
益 (commoninterest) Jを追求するのは当然であるが， ，自然的人格」として
は理性よりも情念が強いために， ，公共の利益 (publiq田 interest)Jよりも，
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